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略
歴 

一
九
五
一
年
埼
玉
県
生
ま
れ
。
一
九
九
〇
年
頃
か
ら
作
句
を
始
め
、「
海
程
」
会
員
、
現
代
俳
句
協
会
会
員
と
な
り
、
そ
の
後
「
豈
」

に
参
加
し
た
が
、
そ
の
後
い
ず
れ
も
退
会
し
た
。
阿
部
完
市
に
私
淑
し
、「
現
代
定
型
詩
の
会
」
の
通
信
句
会
に
参
加
し
た
が
、
阿
部

完
市
の
没
後
退
会
。「L

O
T

U
S

」
創
刊
同
人
と
な
り
、
二
〇
一
二
年
よ
り
俳
句
雑
誌
「
吟
遊
」
に
参
加
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
同
人
。

句
集
に
『
虹
霓
鈔
記
』（
風
蓮
社
、2

0
0
6

年
）
と
『
純
粋
雨
期
』（
邑
書
林
、2

0
1
1

年
）
が
あ
る
。 

 

授
賞
理
由 

俳
句
創
作
に
よ
る
現
代
日
本
語
の
果
敢
な
実
験
。 

  

授
賞
作 

●
「
吟
遊
」
第
六
七
号
（
二
〇
一
五
年
七
月
） 

唇
が
変
形
し
て
で
き
た
金
魚
ご
と
の
秘
密 

花
を
踏
む
た
め
の
靴 

紙
で
作
っ
た 

五
線
譜
を
木
の
発
達
の
メ
モ
に
使
う 

 

●
「
吟
遊
」
第
六
八
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
） 

罌
粟
畑
焼
き
つ
く
し
て
も
滑
走
や
め
ず 

電
飾
垂
ら
し
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
に
近
い
前
屈
み 

日
に
五
本
の
鉄
道
が
怯
え
る
糸
状
化 

 

●
「
吟
遊
」
第
六
九
号
（
二
〇
一
六
年
一
月
） 

抑
え
き
れ
な
い
鳥 

全
部
糸
は
切
っ
た 

伸
縮
自
在
の
駅
員
が
悩
ま
さ
れ
る
白
鯨 

氷
水
で
猫
を
洗
う
夜
の
高
さ 

 

●
「
吟
遊
」
第
七
〇
号
（
二
〇
一
六
年
四
月
） 

信
じ
が
た
い
ほ
ど
多
く
の
足
跡
売
る
屋
台 

点
在
す
る
ダ
リ
ア
を
水
で
薄
め
た
ら
思
い
出 

あ
ぶ
り
だ
し
の
樹
の
絵
左
右
非
対
称
の
室
町 

め
ま
い
し
て
水
溶
性
の
晴
れ
着
が
激
し
い 

 


